
 

 

 

 

 

第２９回原子力安全検証委員会の開催結果 

 

２０２４年１２月６日 

関西電力株式会社 

 

１２月３日に、第２９回原子力安全検証委員会が開催されましたので、  

その結果をお知らせします。 

今回の委員会では、「美浜発電所３号機事故の再発防止対策の取組状況」、

「原子力発電の安全性向上に向けた自主的かつ継続的な取組みのさらなる

充実（ロードマップ）」等について審議が行われました。 

 

１．日 時 ２０２４年１２月３日（火）１３時３０分～１７時００分 

２．場 所 関西電力株式会社 本店（大阪市北区中之島） 

 

３．メンバー  

委員長 【社 外】 上野
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 友慈
ゆ う じ

 （弁護士） 

副委員長 【社 外】 山口
やまぐち

 彰
あきら

 （東京大学名誉教授 

原子力発電環境整備機構理事長） 

委 員 【社 外】 大場
お お ば

 恭子
きょうこ

 （長岡技術科学大学准教授 

国立研究開発法人日本原子力研究開発機構技術主幹） 

委 員 【社 外】 小澤
お ざ わ

 守
まもる

 （関西大学名誉教授） 

委 員 【社 外】 島嵜
しまさき

  正行
まさゆき

 （福井放送顧問） 

委 員 【社 外】 永田
な が た

 靖
やすし

 （早稲田大学教授） 

委 員  関西電力送配電株式会社

代表取締役社長 
白銀
はくぎん

 隆之
たかゆき

  

委 員 取締役 

代表執行役副社長 
荒木
あ ら き

 誠
まこと

  

幹 事  経営監査室長 多田
た だ

  充
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【添付資料】 

・第２９回原子力安全検証委員会の審議結果 

 



 

 

 

 

（以下、お知らせ済み） 

① ２０２４年度上期 美浜発電所３号機事故の再発防止対策の取組状況について 

② 自主的な原子力の安全性向上（ロードマップ）２０２４年度上期の進捗状況

および２０２４年度下期の計画について 

③ 原子力安全検証委員からいただいたご意見を踏まえた取組状況について 

https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20241203_1.pdf#page=3
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20241203_1.pdf#page=3
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20241203_1.pdf#page=8
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20241203_1.pdf#page=8
https://www.kepco.co.jp/corporate/notice/notice_pdf/20241203_1.pdf#page=41


第２９回原子力安全検証委員会 審議結果 

 

１．美浜発電所３号機事故の再発防止対策の取組状況  

美浜発電所３号機事故の再発防止対策の取組状況について報告し、審議。主な

意見は以下のとおり。 
 
 

［法令・ルールの順守］ 

○法令手続き不備の事例を踏まえ、規制の本質を担当者に理解してもらうことが

重要。規制の本質を理解していなければ、資格取消しなどの大きな法令違反に

つながり、行政や地域からも信頼を失うことになる可能性もある。法的要請の

理由や違反した場合にどうなるかなどの本質的な法令理解を深めることが大切

である。 

（上野委員長） 

 

○発電室当直業務の休憩時間の問題について、管理職には業務状況・繁忙感や休

憩の取得状況に目を配ることを期待したい。休憩取得は運転員の身体や精神の

保護にとって重要であり、休憩が十分に取れない状況が改善されなければ、安

全確保のための業務に影響を及ぼすリスクにもつながる。 

（上野委員長） 

 

○安全上重要な問題に気付き、対処することのできるリスク認知力を発揮できる

ようなルールの適正化を検討してほしい。 

現状はルールが複雑になっているため、新しく業務に従事する人にとってルー

ルの本質がわかりにくくなっていることが、今回の法令手続き不備として顕在

化しているのではないかと感じた。今後のヒアリング調査等により現状把握を

行い、これまでのような対症療法ではなく、重要な問題にフォーカスしたルー

ルや仕組みの適正化の取組みを検討していただきたい。 

（山口副委員長） 

 

○今回の法令手続き不備の要因の一つは、規制体系の複雑さにもあると考えられ

るので、社内ルールをさらに加えてよくなるものではないと思う。全体として

パフォーマンス向上につながるルールの構築を目指してほしい。 

（小澤委員） 

 

○法令手続き不備の問題については、ヒューマンファクターの観点を踏まえた再

発防止策が大切。今回の事例がラプス（認知しているが失念した）に分類され

るエラーなら、業務プロセスで確実に止まるという対策がポイントだと思う。 

（白銀委員） 

 

 

 



［人財育成］ 

○人財育成においては、育成される人のインセンティブやモチベーション向上に

つながるように、わかりやすい目標を示す工夫をしてほしい。一般的に、育成

を企画する側の意図や目標は、育成される側からは見えにくい。 

（山口副委員長） 

 

○人財育成の取組みについては、さらなる工夫を期待したい。 

機械が得意な作業と人だからできる作業の分類を行うべき。人材の流動化が進

むことも踏まえながら、人「財」育成をどう行うべきか、もっと貪欲な検討を

期待する。関西電力の原子力部門で働く魅力、やりがい、メリット等が伝わる

取組みを進めてほしい。 

（大場委員） 

 

○人財育成における力量の数値化やグラフ化し推移を追う等の工夫をしてみるこ

とも有効。 

（永田委員） 

 

○美浜発電所３号機事故研修の整理・充実にあたっては、再発防止対策２９項目

に福島第一原子力発電所事故等の教訓も取り入れ、高いレベルでの安全への取

組みに発展させる観点で整理し、次世代に効果的に伝えられる工夫に取り組ん

でほしい。 

（山口副委員長） 

 

○原子力発電所の事故には福島第一原子力発電所事故のように現在も進行形の社

会問題やトピックスが生じるものもある。事故が発生したときに予想される報

道も想定しながら、どういった研修が必要なのかを検討してほしい。 

（大場委員） 

 

○過去の事故を自分事として捉えることが重要であり、美浜発電所３号機事故当

時の新聞を閲覧させるなど、事故当時の状況を実感できる機会をつくることも

有効と思う。 

美浜発電所を訪問した際に、２号機の蒸気発生器細管漏洩事故の報道記事が展

示されており、当時の様子を知る機会となった。 

（上野委員長） 

 

［組織風土］ 

○世代間ギャップを踏まえた受け止め側の目線を意識し、若い世代に伝わること

を意識してコミュニケーションをした方がよい。 

（島嵜委員） 

 

○発電室当直業務の休憩時間の問題に関連して、断っても良い、しなくても良

い、さらにはそうした行為が認められていると感じられる風土の醸成に向けた

工夫ある取組みも検討してほしい。 

（大場委員） 

 



２．「原子力発電の安全性向上に向けた自主的かつ継続的な取組みのさらなる充実

（ロードマップ）」の取組状況  

「原子力発電の安全性向上に向けた自主的かつ継続的な取組みのさらなる充実（ロードマップ）」

の取組状況について報告し、審議。主な意見は以下のとおり。 
 
 

［発電所支援］ 

○事業本部ＭＯにて確認した各発電所の困りごとについては優先順位をつけて対

応していくと思うが、例えば有効性や実現性などで評点を付け、優先順位を見

える化することも一つの方法である。 

（永田委員） 

 

○労働災害が減らすことができた要因分析を行い、今後のＭＯの取組みに反映し

てはどうか。 

新規制基準対応のための同時進行の大規模工事が減ったことも大きな要因の一

つと思われるが、その中で事業本部ＭＯ、発電所ＭＯの取組みの有効性を評価

した上で、今後の取組みに反映してはどうか。 

（山口副委員長） 

 

○本質安全化や事業本部ＭＯで出された提案のうち採用しなかったものについて

も、提案者に丁寧に説明されていることは良い取組みだと思うので、継続して

いただきたい。 

（上野委員長） 

 

○現在取り組まれている「魅力ある職場つくりプロジェクト」や職員の情報共有

ツールである「みんなの変革広場」の活用は、安全の基盤の一つである要員の

モチベーション向上に有効と思うので、継続してもらいたい。 

（上野委員長） 

 

［自主的な原子力の安全性向上（ロードマップ）報告書］ 

○ロードマップの記載については、ロードマップ５本柱の「コミュニケーション

の充実」に関して、他の柱と同様に重要であるとの認識をもって取り組んでい

る旨が伝わる工夫が必要である。 

（大場委員） 

 

○ロードマップについては、ポイントをコンパクトに書いてわかりやすくする工

夫を続けてほしい。例えば、効果については、取組みにより良くなったことを

記載すべきである。 

（山口副委員長） 

 

○地域住民の皆さまの関心を踏まえた内容として、「能登半島地震を踏まえた対

応」をとりあげた理由の説明があった方がよい。様々な地域住民等の関心の高

い事項の中で、能登地震を踏まえた地盤隆起に対応する訓練を取り上げた論理

的な考え方が説明されているとわかりやすい。 

（山口副委員長） 



○地盤隆起の訓練について取り上げて説明されたことはよかったと思う。ただ

し、「想定以上の事象が発生した場合の対策の実効性が確認できた」という表現

は、地盤隆起のみについて想定以上を確認したと言いたいのであれば、誤解を

招きかねず、やや書きすぎと感じた。 

（島嵜委員） 

 

○ロードマップの説明に使用する写真については、取組内容をわかりやすく示す

写真を採用する方がよい。「安全性向上に関する基盤整備」を説明する写真はわ

かりにくいと感じた。 

（永田委員）  

 

３．その他 

 

［トラブル対応］ 

○新たな設備を採用する際には機能集約を進めることも多いと思われるが、共通

要因でシステムに大きな障害が発生することもあるため気を付けてほしい。 

放送と発電所のシステムは２４時間止めることができないという点で似てい

る。放送もデジタル化を進める際に機能集約を進めたが、一つの設備のトラブ

ルの影響が広範囲に及ぶなど、当初想定してなかった事象を経験した。 

（島嵜委員） 

 

○美浜発電所３号機の海水管漏洩のトラブルを教訓とし、元の設計を変更する場

合の設計検証の重要性を再認識すべきである。 

（島嵜委員） 

 

○美浜発電所３号機の海水管漏洩のトラブルについては、その事象の安全重要度

を関係者が共有し、適切に対応することが重要である。リスクインフォーム

ド・パフォーマンスベースが国際的に確立された考え方である。事業者とし

て、実効性ある安全確保を達成すべく、事業者の考え方や技術評価について発

信してほしい。 

（山口副委員長） 

 

［ＤＸの活用］ 

○ＤＸで効率化する際には、これまでの慣れたやり方とシステム化による効率的

なやり方の両方を考察し、ミスの発生しにくいシステムとしていくことが大切

である。 

（大場委員） 

 

○ＤＸの活用においては、標準化とビックデータの活用がポイント。７基のプラ

ントを保有する関西電力はビッグデータの活用に有利であり、韓国のベンチマ

ーク結果も有効活用して、良い取組みを進めてほしい。 

（山口副委員長） 



［広報］ 

○美浜発電所３号機の海水管漏洩のトラブルの情報提供にあたっては、「当直員が

巡視点検で兆候を発見した」などの点についてももう少し丁寧に情報発信した

方が一般の方々の安心にもつながるのではないか。 

（上野委員長） 

 

○これからの時代、原子力発電に係る情報について、わかりやすくホームページ

で説明しておくことがますます重要となると思う。 

「原子力発電」についての教育も以前とはかなり違う状況も生まれている。さま

ざまな立場や視点にあわせた情報をホームページに掲載する工夫が求められて

いる。 

（大場委員） 

 

以  上 


